
120°以上
隅切り不要
120°以上
隅切り不要

隅切り用地隅切り用地

後
退
用
地

後
退
用
地

後
退
用
地

後
退
用
地

▲
道路中心線

▲
道路中心線

2メー
トル

2メー
トル

後退線後退線

2メートル2メートル 2メートル2メートル

後退線後退線

道路が
狭いと

危険！

（�）このマーク（協議済み道路）を
　　クリックで詳 細 表 示

建築基準法上 道路種別等の
閲覧方法

区役所 �階の「まちづくり情報コーナー」では以下の
ご提供をしています。

※建 築 基 準 法��条 � 項 � 号 の 位 置 指 定 道 路 図（有料 ��� 円）
を除く道 路 種 別 については、全て口頭でのご案内となります。

「豊島区道路台帳閲覧」で検索
https://www.city.toshima.lg.jp/���/machizukuri/doro/������.html

「道路台帳現況平面図及び道路種別等閲覧」をクリック

（�）対象の場所を検索

道路台帳現況測量図

閲覧（無料）

複写（有料 A� 版 ��� 円）

確定現況図

閲覧（無料）

複写（有料 A� 版 ��� 円）

+ マークを
クリックで
拡大表示

�

�

�

� （�）地 図 が 表 示 されたら「道路
種別等」の凡例と照らし合わせる

拡大

（�）住所を入力して検索

都市整備部  建築課 協議については「道路調査グループ」
工事については「狭あい道路整備グループ」

お問い合わせ先
電話：��-����-����
電話：��-����-����

豊 島 区 狭 あい 道 路 拡 幅 整 備 事 業 のご 案 内

豊島区では、昭和��年度から建築主等の承諾を得て、
「狭あい道路」（道幅が�mに満たない道路）の拡幅整備
や隅切り用地の整備を行ってきました。しかし、区内に
は狭あい道路整備箇所が多く点在するのが現状であり、
この狭あい道路の解消は、区民の皆さまが安心安全に
生活する上で、重要な役割を担っております。
平成�年�月に起こった阪神淡路大震災では、狭あい
道路が解消されないために、消防活動や救助活動がで
きず多くの人命を失いました。そのような状況から改め

て狭あい道路の整備を行うことの重要性が再認識され
ております。平成��年�月に豊島区は、「狭あい道路拡
幅整備条例」を施行し、狭あい道路に関する整備工事、
助成金を設けて区内の建築工事に併せて実施しており
ます。
生活に必要な狭あい道路は、ゆとりのある生活空間
を築き、いざという時の人命の救助にかかわる重要な
空間です。本事業のさらなる整備に向けて、ご協力、
ご理解頂きますようよろしくお願いいたします。

ゆとりあるまちを
未来の子どもたちへ

ゆとりあるまちを
未来の子どもたちへ

緊急車両が入れない！



狭あい道路整備の流れ
狭あい道路に接道する敷地に建築計画を行う場合、区との協議が必要となります。

1 2 3 4 5 6 7 8

整備工事立会
4

建築確認申請前の
協議

2

1

道 路上に整 備した後 退 用地 及び 隅
切り用地の固定資 産 税や都 市 計画
税 は、非 課 税 や 減 免 の対 象 になり
ます。
非課税の申請を希望される場合は、
後退図送 付の際に非 課税申告書を
同封しますので、必要事項を記入の
上、区 に 返 送して 下さい。返 送 後、
区 が 代 行して都 税事 務 所に申 請し
ます。
詳細については、都税事務所や税務
署（相続税）に問い合わせ下さい。

非課税
手続きの代行

8

下記に該当する敷 地は狭あい道 路 拡幅整 備事業の対 象となり
ます。自主整備を除き、区が無償で整備工事をいたします。

● 幅員が４ｍ未満の道路に接する敷地
建築基準法第 �� 条第 � 項の規定により指定された道路は、道路中
心線を決めて、その線より�ｍまでを道路状に整備します。

● 建築基準法の定める幅員に満たない道路に接する敷地
建築基準法第 �� 条第一項第三号及び第五号の規定による道路は、
その位置を決めて、所定の幅員までを道路状に整備します。

● 幅員がそれぞれ６ｍ未満の道 路に ���°未満で交わる
角敷地
道路後退後の敷地の角を頂点とする底辺 �ｍの二等辺三角形の
部分を道路状に隅切りの整備をします。

自主整備について
（条例第�条第�項及び第��条より）

建築主が下記に該当する場合、建築主負担
で整備工事を行って頂きます。整備方法は
狭あい道路整備グループまでご確認下さい。

１．大企業及び大企業に準じた個人
２．��� ㎡ 以上の土地の課税法人
３．学校法人等
　　（小・中学校、高校、大学等）
４．公共法人
５．国または地方公共団体
６．開発行為を行う者

協力物件について
（条例第�条第�項より）

建築行為が無い場合でも、建物や塀等が
既に後退済みで、拡幅整備に協力して下
さる場合には、区にご相談下さい。区が道
路状に拡幅整備工事を行います。

拡幅整備工事

道 路 後 退

助成金制度
7

後退図の送付
6

拡幅整備工事の完了後後退
図を作成し、申請者及び土
地所有者に送付します。

（注：後 退図は後 退位置を
表した図面であり、所有権
等の境界を表した図面では
ありません。） 

建 築 主 等・代 理 人・
区職員の三者により、
現 地で 道 路 の中心を
確認し、道路の中心を
鋲等で表示します。

現場立会
3

5

原則として外構工事前に整備工事を行います。後退用
地にある塀や埋設 管等は工事着工までに撤去・移設
を行って下さい。私道の整備工事の場合は、私道所有
者全員の承諾が必要となります。

拡幅整備工事

狭あい道 路 拡幅整 備事業の対 象となる
敷 地に建 築 計 画を行う場 合、通常の手
続きの他に狭あい道 路の事前協議手続
きを、建 築 確 認の �� 日前までに行って
下さい。申請については道路調査グルー
プまでご確認下さい。

拡幅整備に伴い、塀・擁壁
等の撤去及び隅切りを行っ
た場合は、建築主が個人の
場合のみ、助成金及び奨励
金が交付されます。拡幅整
備工事完了後に申請書等を
送付しますので、必要事項
を記入の上、区に返送して
下さい。

工事管理者又は代理人・区職員・
区委託の道路工事業者の三者によ
り、現地で整備工事の内容を打合
せします。建築の外部足場等仮設
物の撤去の２ヶ月前を目安に、狭あ
い道路整備グループまでご連絡下
さい。
拡幅整備に伴う電柱や街路灯等の
移設を希望する場合は費用等含め
て、各管理者に問い合わせ下さい。
必要に応じて区から依頼文を用意
して立会いを行います。

既存の建物

建て替え
られた建物

建築基準法
第42条第2項に
よる道路後退線

幅員4メートル
未満の現況道路
幅員4メートル
未満の現況道路

2メートル2メートル 2メートル2メートル

道
路
中
心
線

道
路
中
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後退線後退線
▼

道路中心線道路中心線
▼

現況道路現況道路

移設移設

2メートル2メートル
新しく作る
門・塀・緑化の位置
新しく作る
門・塀・緑化の位置

拡幅整備の対象

公道（特別区道）

無償使用承諾により特
別区道に区域編入を行
い、道路の維持管理は
区で行います。

私道

私道の維持管理は、後退
用地の土地所有者に
行って頂きます。

道路後退した敷地の維持管理について
敷地の前面道路の種別（公道・私道）により管理
方法が異なります。


